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１ はじめに 

アストロウイルルスは主に３歳以下の乳幼児に

感染性胃腸炎を引き起こすが、ノロウイルスやロ

タウイルスと比較し、検出頻度は乳幼児下痢便検

体の約 1.3～2.4％と低い１）。数日間で軽快するた

め、脱水症状に留意する他、ウイルス特異的な治

療は要しない。 

近年、小学校での集団感染事例２）や高校生での

食中毒事例３）において検出されており、若年齢層

以外においても注意が必要である。 

 鳥取県内では 2010年よりアストロウイルスの検

索をおこなっているが、2010 年秋～冬季、2012 年

春～夏季に続き 2014年春季において検出数が著明

に増加したことから、今回その流行の特徴や血清

型および遺伝子型の解析を行ったので報告する。 

 

２ 方法 

 鳥取県発生動向調査事業に基づき、2010 年から

2014 年に定点医療機関より提出された患者報告数、

糞便検体及び調査票を用い調査を実施した。 

 糞便検体からＲＮＡを抽出し、逆転写後、アス

トロウイルス、サポウイルス、アイチウイルスの

マルチプレックスＰＣＲ4)を実施した。アストロウ

イルスのカプシド蛋白領域を増幅したＰＣＲ産物

についてダイレクトシークエンスにより塩基配列

を決定し、遺伝子解析ソフトウエアＭＥＧＡ５を

用いて、Kimura-2-parameter、ブートストラップ

100 回の近隣結合法により系統樹解析を実施した。 

  

３ 結果及び考察  

感染性胃腸炎患者数はノロウイルスを主とする

冬季及びロタウイルスを主とする春季に増加する

二峰性の流行を示す（図１）が、アストロウイル

ス、サポウイルス等、他のウイルスの流行も重複

して起きていることがある。2014 年春季に関して

は、ロタウイルスの検出数は 2014 年３月～５月に

11 件と比較的少なかったのに対し、アストロウイ

ルスは同時期に 25件検出されており、春季の感染

性胃腸炎の流行に大きく影響している可能性が示

唆される。 

2014 年春季にアストロウイルスが検出された患

者の臨床診断名は感染性胃腸炎が 24 件、不明が１

件であった。患者の年齢は４ヶ月～５歳で、特に、

25 件中 21件が３歳未満であり、過年と同様、乳幼

児が主体であった（図２）。また、県内全域で患者

が認められ流行状況に地域差はないと考えられた

（Data not shown）。アストロウイルスが検出され

た検体にはノロウイルスもしくは、ロタウイルス

のイムノクロマト法による簡易キットにて陽性を

示した検体もあり、今後、キットの判定に関し、

交差反応があることを考慮する必要性があると思

われる。 

アストロウイルスが2014年春季に検出された15

件についてＯＲＦ２におけるカプシド蛋白領域

（321bp）の遺伝子配列を解析した結果、2010 年、

2012 年と同様、全てアストロウイルス血清型１型

と同定された。また、10 件について過年に検出し

たアストロウイルスの同領域における遺伝子配列

と合わせて、系統樹解析を行ったところ、図３の

とおり 2010 年及び 2012 年（○及び△）のように

２系統に分かれず、１系統（図の●）にのみ属し

2010 年及び 2012 年検出株と近縁であった。 
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図２  アストロウイルスが検出された患者の年齢分布（2010 年～2014 年） 
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図１ 2010～2014 年の定点あたり感染性胃腸炎患者報告数とアストロウイルス検出数 
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図３ 2014 年に鳥取県内で分離されたアストロウイルスおけるカプシド蛋白領域（321bp）の遺

伝子系統樹（●：2014 年県内検出ウイルス ○,△：2010 年、2012 年県内検出ウイルス ） 
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